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(午後２時００分) 

企画政策課長 

（進行） 

それでは、ただいまから令和７年度第９回印西市総合教育会議を開会い

たします。 

会議につきましては、印西市総合教育会議設置要綱第４条の規定によ

り、藤代市長に議長をお願いいたします。 

  
藤代市長 

（議長） 

皆様こんにちは。 

今日は週末の本来であればお休みの中で、教育委員の皆様もまた職員の

皆様、教育長もご出席ご参加をいただきましてありがとうございます。 

平日にやるかという話もあったのですけれども、今回一番大きなところ

が教育ビジョンの素案というところで、これまでの議論の集大成でありま

すけれども、こちらの素案について、本日は議論するということで、でき

れば学校の先生方も見やすい時期がいいのではないか、というご提案を事

務局の方からもいただきまして、であれば週末にやろうということで、こ

の日曜日の午後の時間に開催させていただくということになりました。 

今日ですけれども、３つ目の議題として、この教育ビジョン素案につい

てというところでありますけれども、その手前のところでこれまでいろい

ろな有識者の皆様にお話を聞いてきましたけれども、その裏側で、１つに

は、学校の現場にいるこどもたちですよね。 

こどもたちが、まさにこの教育の当事者でありますので、中学校のこど

もたちであるとか、あとは先生方ですね、そしてタウンミーティングとい

う形で、お父さんお母さんも交えて、様々なお話を伺ってきました。 

その内容について、まず報告をさせていただきたいことが１つと、２つ

目として、今回、すべての市内の教職員の皆様を対象にしてアンケートも

取らせていただきまして、本当に多くの皆様にご回答いただいたのですけ

れども、かなりいろいろな示唆がありましたので、その内容についてもご

共有をさせていただきたいと思っております。 

今日はこの３点が議題になります。 

それでは、まず１点目として、これまでの意見交換の報告について、と

いうことで事務局の方からご説明をいただければと思います。 

 

企画政策課長 はい。企画政策課の武藤でございます。 

私からは、これまで市長と教育長を中心に実施して参りました、意見交

換の内容についてご説明をさせていただきます。 

印西市教育ビジョンの策定にあたりましては、学校現場で日々こどもた

ちに向き合う教職員の皆様、またこれからの未来を担うこどもたち、家庭

や地域でこどもたちを支えていただいております保護者の方々の声をビジ

ョンに反映させるために、①として教職員との対話会、②として中学生と

の給食、また放課後ミーティング、③として、小学生と保護者を対象とし

た「ロボッチャで学ぶ私たちの町の未来こどもタウンミーティング」をそ

れぞれ実施いたしまして、皆様それぞれの立場から、日頃課題として感じ

ていること、これからの教育について等々、率直なご意見をお聞かせいた
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だきました。 

この後、議題の３でも説明をいたしますけれども、印西市教育ビジョン

では、３つのプロジェクトを柱として、各施策の展開を考えておりますの

で、プロジェクトに関連をさせて報告をさせていただきます。 

初めに、教職員との対話会でございます。 

８月２６日、小中学校で活躍されております、９名の先生方とこどもた

ちの学びを充実させるために、先生方がより働きやすく、力を発揮できる

環境や体制を作るためにはどうすればよいかをテーマとし対話会を実施い

たしました。 

いただいたご意見は大きく、４つに整理をさせていただきました。 

１つ目は、教員不足と人員体制についてでございます。 

スクールサポートスタッフの活用についての課題や教員のサポート体制

として、担任を持たない教員の配置を求める意見がございました。 

また、教員不足により、本来配置すべき教科の先生が足りずに別の教科

の先生が授業を担当する免許外教員の現状につきましても課題として挙げ

られました。 

２つ目は、負担として感じている業務についてでございます。 

「通知表の作成を１回にしたらどうか」、また、「テストの作成を業務委託

してはどうか」といったご意見をいただきました。 

３つ目でございますが、勤務時間の見直しについてでございます。 

下校時間の見直しや、朝の勤務時間外の児童の対応、教員の働き方改革

のための始業時間の見直し、勤務時間外の電話対応など、たくさんの課

題・意見をいただきました。 

４つ目ですが、学校の環境整備についてでございます。 

体育館等への空調設置、ＩＣＴ環境のさらなる充実、外国籍児童の対応

として、翻訳機つきのスマートフォンの整備、老朽化による雨漏りなど施

設修繕を望む声が多く上がりました。 

これらのご意見のうち、空調整備など、すでに事業として進めているも

のもございますが、多くのご意見につきましては、市や教育委員会としま

しても課題として認識をしております。 

教育ビジョンでは、「０２こども学ぶプロジェクト」に反映させるものも

ございますが、主に「０１教職員働くプロジェクト」の各施策に反映させ

まして、具体的な取り組みを検討して参ります。 

続きまして、こどもたちとの対話会でございます。 

６月から１１月にかけまして、市内９つのすべての中学校に伺い、計５

８名の生徒会の皆様と、一緒に給食を食べながら、また放課後の教室をお

借りしまして、学校・自分・学校以外のこれからの学びをテーマとしまし

て、対話会を実施いたしました。 

こちらは給食ミーティングのスタート校、印西中学校の様子となりま

す。 

日頃生活する中で困っていることや、こうなったらいいなと思うこと、

将来の夢やこれから挑戦したいことなど、たくさんのご意見を聞かせてい



- 3 - 

 

ただきました。 

いただいたご意見は、大きく４つに整理をさせていただきました。 

１つ目は、一番多くのご意見をいただきました学校の環境整備について

でございます。 

「パソコンの故障が多く、修理に時間がかかる」や、「体育館や特別教室

に空調を設置して欲しい」、こういった意見につきましては、どの学校から

も上がっておりました。 

２つ目は、学校の生活・授業についてでございます。 

「もっとグループワークを増やして、参加型の事業にして欲しい」であ

ったり、「授業の中でその勉強が将来何に繋がるのか、何のために勉強する

のかを教えてもらえると勉強が好きになる」、また、海外派遣研修の経験か

ら「海外の生徒を招待して交流が図れたらいい」など、生徒自身の体験を

踏まえたご意見を多くいただきました。 

３つ目ですが、その他として、地域との交流活性化についてでございま

す。 

お祭りやスポーツイベントなどを通じて、生徒が住んでいる地域の活性

化に繋がる提案、ボランティア活動を通じて、学校と地域や高齢者等と交

流が図れないか、こういった提案をしてくれる生徒の方もおりました。 

４つ目ですが、その他の環境整備・制度に関する意見でございます。 

学校以外の環境整備として、サッカーやラグビー専門グラウンド、また

屋内のテニスコートなどの整備を望む声があります。 

また、「印西市は人口規模に対してこどもの遊び場や病院が少ない」、こ

ういったご意見もございました。 

こちらは生徒の皆様が教えてくれた将来の夢や挑戦したいことをまとめ

たものです。 

こどもたちが未来に向かって夢を持てるよう、いただいたご意見は、主

に「０２こども学ぶプロジェクト」の各施策に反映し、具体的な取り組み

を検討して参ります。 

最後となりますが、小学生とその保護者の方との対話会です。 

８月２日に３６組の小学生とその保護者の方にご参加をいただきまし

て、印西市で今後推進していくロボッチャを活用した DX教育、こちらを体

験していただきながら、印西市のこれからの教育についてご意見をいただ

きました。 

あらかじめ用意させていただいた４つのテーマについて、保護者の方か

らご意見を付箋に書いていただき、整理をいたしました。 

１つ目でございますが、「こどもたちが生き生きと学べる学校とは」につ

いてでございます。 

「こどもたちが自発的にやりたいことを学べる環境」であったり、「いろ

いろな個性のこどもがいても、みんながお互いを認め合える学校」、こうい

ったご意見がございました。 

２つ目は、「こどもたちが安心して学べる学校とは」、でございます。 

「学年関係なく協力して遊びや生活できる学校」や、「こどもたちが楽し
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める学校」、そして「先生も楽しんで教育できる環境にして欲しい」、こう

いったご意見がございました。 

３つ目でございますが、「地域全体でこどもの学びを支える仕組みとは」

についてでございます。 

意見としては、「午後４時半からは民間の力の活用」、「放課後や休日に学

校施設を利用した遊びや学びの場があったらいい」、こういった意見や

「様々な市民活動団体があるので、学校ともっと連携できたら良い」とい

ったご意見がございました。 

４つ目でございますが、「その他の教育に関すること」でございます。 

「みんなで幸せになりたい」、「誰１人取り残したくないと心から思える

子に育って欲しい」、であったり、「不登校のこども、学校に居場所を探し

ているこどもをもっとサポートしていただきたい」、「今日のようなワーク

ショップの開催機会を増やして欲しい」、こういったご意見をいただきまし

た。 

その他、たくさんのご意見をいただいておりまして、こどもタウンミー

ティングでいただいた意見の詳細につきましては、市のホームページにも

掲載しております。 

いただいたご意見は、これからの印西市の教育に生かすとともに、教育

ビジョンでは主に「０２こども学ぶプロジェクト」また、「０３地域ともに

育むプロジェクト」の各施策に反映いたしまして、具体的な取り組みを検

討して参ります。 

簡単ではございますが、報告は以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、ありがとうございました。 

せっかくですので、意見交換に関しては、教育長にもすべて出ていただ

いたかと思いますので、教育長の方からも何か補足等あればお願いしま

す。 

 

渡邉教育長 はい。 

今、ご説明いただきましたけれども、教職員、それからこどもたち、保

護者の方々を含めて、やはりいろいろな見方・考え方がおありで、非常に

貴重な意見をたくさんもらいました。 

できるだけ、ワーキンググループの中でも、そういった声をしっかり生

かせるようにということで、この素案に反映させることができたのではな

いかなと、詳しくはこの後ご説明しますけれども、そんなふうに思ってい

ます。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

私もやはり現場に実際に伺ってみて、いろいろな方々にお話を伺うとい

うことはすごく大事だなということを思いました。 

やはり先生方、どういうところで今お困りなのかとか、本来的には学び

に、こどもたちに向き合って、学びをどう展開していくかということに集
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中していただきたいところがなかなか、それ以外のいろいろな仕事が多い

ということもよくわかりましたし、あと空調の話は、先生方もこどもたち

も、大体どこの学校に伺っても最初に出てくるのですよね。 

それもあって、実はもともと、もう少し時間をかけて、体育館のほうに

整備するという話があったのですけれども、やはり、これはなるべく早め

ないといけないなということで、３年生の子たちが生徒会は多かったの

で、「君たちのときは間に合わなくて申し訳ない」ということはお伝えをし

ていたのですけれども、これは頑張ってやろうということで今教育委員会

の方で、なるべく向こう１、２年の間にということで検討を進めていただ

いていたりします。 

また今回、親子向けの対話会は、かなり特殊なというか、ロボッチャと

いう教材がありますけれども、ロボットでボッチャをやるということで、

教育委員の皆様も何名か当日、当時の寺田委員も含めてですけれども、ご

参加をいただいていて、すごくはっとさせられたのが、保護者の方々もで

すけれども、こどもたちはもちろんですけど、保護者の皆様も、あとは教

育委員や皆様も結構楽しそうにされていて、事前にちゃんとリハーサルを

しようということで、庁内でも１回リハーサルの場を持ちましたけれど

も、普段結構仕事が大変で渋い顔しているうちの管理職のとある職員の方

がすごい笑顔でやっているのを見て、やっぱり学びってのは本来的には楽

しいものなのだなということを再認識しましたので、しっかりと、本当の

意味で楽しみながら、こどもたちが学べる環境というものを作っていくこ

とが、学びを深める意味でも大事なのかなというのを感じたところです。 

本当に今回、結構、教育長も私もなかなか予定が取れないところもある

中で、いろいろとやってみて本当によかったなと思いますし、職員の皆様

と学校の教頭先生、校長先生も含めて、現場の皆様に大きなお力をお借り

した中で、行ったので、本当にご協力いただいた皆様に改めて御礼を申し

上げたいと思います。 

１つ目の意見交換の報告というところで、質問であるとか、またコメン

ト等もあろうかと思いますので、委員の皆様から、ぜひ忌憚ないご意見を

いただければと思います。 

質問でも結構ですので。 

豊田委員、どうぞ。 

 

豊田教育長職

務代理者 

１つ教えていただきたいのですが、印西中学校の生徒さんとの話の中

で、現在パソコンが壊れやすく修理も時間がかかるというようなことが書

かれているんですけども、パソコンというのは、以前も伺ったのですけれ

ども、印西市の場合買い取りで実施されていたと思うのですが、例えば壊

れたときのバックアップの機器ですとか、そういったものはお持ちなのか

どうかということを教えていただければと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは学務課になるのですか、指導課ですか。 

それでは松本先生からお願いします。 



- 6 - 

 

 

教育ＤＸ専門

官 

はい。お答えします。 

バックアップ機、いわゆる予備機なのですけれども、多少はあるのです

が、十分な数は実はそろっていなくて。今本当に、もう底を突いていると

いうような状況でございます。修理にもやはり１、２ヶ月とかなり長い時

間を要しているという状況でございます。 

ただ、来年度からその予備機を児童生徒数に対して１３％から１５％程

度をきちんと用意するという予定になっております。 

 

藤代市長 

（議長） 

新年度の入れ替えのタイミングで少し故障しづらくて、こどもたちが使

いやすいものに変えようということで今、先生方に考えていただいていま

すので。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい。わかりました。 

それで、以前も伺ったことがあると思うのですが、どうしても買い取り

でなければいけないのでしょうか。 

例えばレンタルで、今現在も保守の契約をされているのかどうかはわか

りませんけども、保守のついたレンタルであるとか、そのようなものの導

入というのはできないものでしょうか。 

 

藤代市長 

（議長） 

松本先生の方からお願いします。 

 

 

教育ＤＸ専門

官 

続けてお答えします。 

おっしゃる通り、買い取りでなければならないのか、というところに立

ち返りまして、実は来年度からこどもたちに配布する端末については、リ

ースそして保守つきということで契約をさせていただこうと思っておりま

す。 

 

藤代市長 

（議長） 

結構何校か、生徒の皆様からも、本当に印西中以外もですけれど、そう

いう声があるので、こどもたちに迷惑をかけないようにやって参ります。 

他にいかがでしょうか。よろしいですか。 

はい。屋敷委員。 

 

屋敷委員 はい。屋敷です。 

先生方が負担と感じている業務について、テストのことが出ていたので

すけれど、業務委託として、平等なテストとなったら非常にいいのかな

と。 

また、それで先生の仕事が多少楽になるのであれば、業務委託はいいの

かなと思います。 

また、今中間テスト、期末テストと２回あるのかと思うのですけれど、

もし、いらないわけではないのでしょうけど、期末テスト１つに回数を絞
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るなりができると、またいいのかなと感じます。 

 

藤代市長 

（議長） 

教育長から今の点、もし何かあれば。 

 

 

渡邉教育長 まず１点目の業者に委託というところですけれども、それも１つの案と

してはお伺いしました。 

ただ、すぐにというのはなかなか難しくて、学校によって進度も違う、

授業を進めるスピードも違いますので。なかなかそこはすぐにということ

はできないのですけれども。１つの案として、こちらを受けとめてはいま

す。 

それから２つ目に関してですけれども、これも実際に学校によって違う

のです。中間テストをなくしている学校も増えてきつつあります。ですか

ら、昔は１年に５回定期テストを行っていたのですけれども、今は４回に

している学校が多くなってきました。 

その辺も統一というよりは、学校それぞれで考えてやっているというと

ころです。 

 

藤代市長 

（議長） 

そこはやはり今後も基本的には学校の方針という感じになってきます

か。 

それともある程度、教育委員会としてこういう方向でお願いをしたいと

いうことを言えるものなのか、どうなのですか。 

 

渡邉教育長 今のところは、基本的に学校それぞれで進めるしかないかなと思ってい

ます。 

 

藤代市長 

（議長） 

よろしいですか。 

はい、長尾委員お願いします。 

 

長尾委員 はい。ありがとうございます。 

先生方のアンケートを拝見して、やはり数字だけではなかなかわからな

い部分でも、その他、負担・課題を感じている事の欄は、具体的な声が多

くて、とてもわかりやすかったです。 

その中で先生方の負担ということで、業務が複雑でそれが負担だという

ことや、多様な専門性が必要とされていて専門性を身につけるための研修

自体も、やはり先生方の負担になってしまっていること、あとはスクール

サポートスタッフなどの人材がうまく活用できていないことなど、複合的

な問題が、課題があるのだなというふうに感じました。 

また、行事なども先生方の負担になっているということがわかって、保

護者としては、少し複雑な気持ちにもなりました。 

また、生徒たちからの声には、交流の機会・繋がりや、体験や、参加型

の授業、そういうものを求める声も多かったりとかして、ある中学校で

は、体育祭をこどもたちがやるかやらないかそこから話し合って、どうい
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う体育祭だったら楽しいのか、どういう体育祭の形にすれば、体にハンデ

ィがあったりとかそういう子たちも楽しめるのか、そういうことを生徒た

ちが考えて形にしていく、そして先生方がそれをサポートする方に回ると

いう、お話を聞いて、いろいろな行事が先生方の負担になっている、それ

を先生方にお任せするのではなく、こうやって声を上げられる、考えつく

こどもたち、生徒たちがいて、今の時代、いろいろな情報を自分たちで集

めたりもできるので、そういうことをもう少し生徒たちに委ねるような、

そういう主体性を育めるような機会もあってもいいのかなというふうに考

えました。 

 

藤代市長 

（議長） 

教育長の方から今の点、はい。 

 

 

渡邉教育長 非常に大事な視点で、まさに今これからさらに進めていこうとしている

探求的な学習に通ずるところですよね。 

ですから、教科の学習とか、総合的な学習の時間だけではなくて、今お

っしゃられたような行事にも、やはり、やらされ感を持ってではなくて、

自分たちで作っていくのだというところで、自分たちで考えて、「どうして

いくんだ」と結論を出して、実践していくということは非常に大事な力だ

と思いますのでね、そういう方向で教育を進めていきたいと、まさにそう

考えているところです。ありがとうございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

そうですね、やはり、学校というのは本来的には先生方とか大人が作る

場所ということよりも、こどもたちがまさに社会を作っていくその一員で

あることを学ぶ場だと思いますので、少しずつ、そういったあり方も模索

していく必要があるのかなということはすごく今回も感じましたので。 

最近のこどもたちはしっかりしていますよね。本当に中学校のこどもた

ちも自分の思いをしっかり持っている子が多かったですし、先日ＹｏｕＴ

ｕｂｅの撮影で原山小学校に行きましたけれども、本当にこどもたちのプ

レゼンテーション内容というのですかね。 

だから、よりこどもたちが主役であれるような学び場というのですか

ね。それが結果として、先生方にとっても、より良い場になっていくのか

なという感じはすごく受けましたので、しっかりとそういった場づくりを

我々も教育委員会の方を支えながら進めていきたいと思っているところで

す。 

他にも、増田先生、せっかくなので。ある意味、教員代表という立場も

含めて、もし何かあれば。 

 

増田委員 先に感想を言わせていただいてもよろしいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

もちろんです。 
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増田委員 アンケートに答えるということとは違う、教職員の方と市長さん、教育

長さんとの意見交換ですけれども、代表の方９名がテーマを持って、そし

て、自分たちの置かれている職場の抱える大きくて重い課題、そうしたこ

とについて話し合うというその機会を持てたということは大変貴重なこと

であっただろうなというふうに思います。 

代弁してくれたところもあるだろうし、まだまだ出し尽くせない、いろ

いろな思いもあったと思うのですけれども、職員１人の努力ではどうにも

ならない、また学校の組織で対応したとしても、どうにもならないという

ところがいろいろあろうかと思います。 

ここで出された先生方からの声というものを、それが市それから教育委

員会、どのように、この後改善・解決を図っていくということにつなげて

いくか。 

せっかく届いたこの声ですので、貴重なものとして、この後の改善に向

けて取り組んでいただけたらというふうに、元同じ職場にいたものとして

はそれを切に願うところであります。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

教育長の方から何か。 

 

 

渡邉教育長 ぜひともその方向で、もちろんやっていかなければいけないというの

は、こちらも本当に思っているところですので、常にいただいた意見とい

うのは、こちらで受けとめて、それで終わりではなくてやっぱり実際こう

いったところに反映させて、実際にそれが生きていかなければ対話した意

味がなくなりますので。 

貴重な意見ですので、それをしっかり実現していく方向で取り組んでい

きたいと思っています。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。ありがとうございます。 

それでは、議題１は以上とさせていただきまして、続いて議題２という

ことで教職員アンケート、こちらの結果の報告の方を事務局の方からお願

いをいたします。 

 

学務課長 学務課の加藤と申します。 

私の方からは、教職員アンケートの結果について、主に報告をさせてい

ただきます。 

本アンケートを１１月１０日より実施いたしましたが、現段階でまとめ

を行いました。結果的に教職員の意見については、ある程度教育ビジョン

に反映されていると認識しております。 

ですが、最後に議論する時間を設けられておりますので、もう少しこの

点について反映すると良いのではないか、などのご意見をいただければ幸



- 10 - 

 

いです。 

よろしくお願いいたします。 

なお本日、少々資料の量が多いですので、多少早口になってしまいます

が、あらかじめご了承ください。 

それでは本アンケートですが、市内小中学校の教職員約７００名を対象

に実施し、小中学校合わせて約５００名から回答をいただきました。割合

としては７０％強となり、多くの先生方にご協力いただき、本当に感謝し

ております。 

この場を借りてもう一度感謝を表したいと思います。ありがとうござい

ました。 

続いて、本アンケートの設問概要です。 

本アンケートは大きく２つに分かれております。 

１つは、上段の現状と課題であります。１から５までの大項目と６とし

て自由意見を書いてもらう形式となっております。大項目に対して学校業

務に関する選択肢が２つから３つ用意されており、それぞれ先生方は５段

階で評価するという形になっております。ここでは提示した学校業務を先

生方が課題または負担をどれくらい感じているか、ということを確認する

設問となっております。 

次に下段の２つ目ですが、取り組みの方向性であります。１つ目と同じ

ように、各大項目に、ある複数の具体的な取り組みの中から、希望するも

の、このようなものを取り組んで欲しい、というものを最大で３つ選択し

てもらう方式となっております。つまりここでは、先生方が要望する取り

組みを確認する設問となっております。 

それでは、小中学校別に結果について説明いたします。 

まず１つ目の現状と課題についてです。 

結果について説明する前に、少し補足しておきたいと思うのですが、左

側に学校業務を示してありますが、これについては、先ほど説明がありま

した８月下旬に実施した市長・教育長と市内小中学校の教育層の先生方と

の意見交換会から、先生方から意見としてあがった負担感がある業務を考

慮して設定いたしました。真ん中に結果を棒グラフで表し、数字は選択数

及び割合を示してあります。上段は全体、下段には教頭についての結果を

示してあります。一番右側には、先生方からいただいた自由意見を示して

あります。この後も同様な表現の仕方となっておりますので、よろしくお

願いいたします。 

それでは説明いたします。 

大項目１、人員体制に関することについて、小学校です。どの項目も８

０％以上の教職員が負担・課題と感じている結果となっております。教頭

についても特に「学級担任以外の教職員の不足」に負担・課題を感じてい

るという結果が得られております。 

続きまして中学校です。教頭は特に「特別な支援を要する児童生徒への

対応」が負担・課題に感じている結果となっております。自由意見の欄に

あります通り、小規模校での職員の負担軽減や職員のバランスのとれた配
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置等がやはり必要ではないか、という意見もいただいております。 

続きまして大項目２、業務勤務時間の適正化に関することについて、小

学校です。全体では「勤務時間外の電話対応」を、教頭は「部活動練習」

に負担・課題を感じている結果となっております。意見としましては、事

務作業の多さや持ち帰りの仕事等について言及される意見が得られており

ます。 

続きまして中学校です。小学校と同様な結果となっております。その他

の意見としましては、土日祝日の部活動や、学校外でのトラブルの対応等

にも負担・課題を感じているという意見をいただいております。 

大項目３、指導業務の改善に関すること、小学校です。約７０％が負

担・課題と感じている結果となっております。その他として、研修機会の

拡充や、公平な業務負担、効率化等を求める意見をいただいております。 

中学校です。部活動について、７０％以上の負担・課題を感じている結

果を得られております。意見としましては、いじめや長期欠席の生徒への

対応の難しさや、指導案作成等の授業についての意見をいただいておりま

す。 

続きまして、大項目、専門性と協働の推進に関することについて、小学

校です。教頭については、約８０％が組織全体の業務の効率化の不足に負

担・課題を感じている結果を得られております。その他の意見としまして

は、若手職員や経験の少ない講師への指導体制の充実を求める意見をいた

だいております。 

中学校です。全体的に小学校に比べて、負担・課題は低い傾向となって

おります。その他の意見としまして、免許外の教科指導や報告書作成など

について負担を感じているような意見をいただいております。 

最後の大項目です。働きやすい環境づくりに関することについて、小学

校です。今説明した項目と比較すると、負担・課題の数的には相対的に低

くなっている結果となりました。教頭については約６０％が「子育て世代

の職員が休みを取りやすい環境の不足」に負担・課題を感じている結果を

えられております。 

中学校です。小学校と同様な結果となっております。 

最後、現状と課題についてのまとめですが、大項目についてまとめまし

た。上に行くほど先生方、教職員が相対的に負担・課題に感じている項

目、下に行くほど、負担・課題が少ないのではないかという項目になって

おります。 

これを見ますと人員体制、業務勤務時間の適正化に関するものが相対的

に負担・課題に感じている結果となっております。 

続きまして、２つ目の取り組みの方向性についてでございます。まず結

果を説明する前に、先ほどと同じように補足させていただきます。左側に

具体的な取り組みを示してあります。これについては、先ほどの意見交換

会等の、意見を踏まえながら、事務局側である程度設定いたしました。真

ん中に結果を棒グラフで示し、数字は選択数・割合を示してあります。右

側に先生方の自由意見を示してあります。 
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それでは説明いたします。 

大項目、人員体制に関すること、小学校です。特に個別支援・対応が必

要な児童生徒や、学年業務をサポートする人材配置を求める結果となって

おります。意見としましては、正規職員の増員や育児休暇などの補充体制

の強化を求めるような意見も得られております。 

中学校です。この結果については、小学校とほぼ同じような結果となっ

ております。自由意見についても小学校と同じような結果となっておりま

す。ただし、中学校ですので、部活動に関する人員配置を求める、望む声

もいただいております。 

続きまして、大項目、業務勤務時間の適正に関すること、小学校です。

必ずしも学校職員が担う必要のない業務、保護者対応に関する業務の見直

しを求める結果が多くなっております。その他の意見としましては、学校

行事の精選や調査・アンケートの多さ等についての意見をいただいており

ます。 

中学校です。ここも小学校と同様な、結果としては得られております。

意見としてもほぼ小学校と同じような意見をいただいております。 

続きまして、大項目、指導業務の改善に関すること、小学校です。学校

行事のさらなる精選、学校行事に関する準備の一部の業務委託を求める結

果が一番多くなっております。意見としましては、通知表の改善や教科担

任制の導入という意見をいただいております。 

続きまして、中学校です。結果につきましては小学校と同じような結果

となっております。意見としましては、定期テスト問題の業務委託や、各

業務におけるマニュアルの作成等が挙げられております。 

大項目、専門性と協働の推進に関すること、小学校です。不登校児童生

徒や保護者への対応のための専門職との連携を多く求める結果となってお

ります。意見としましては、体育科や音楽科などの専門科目において、専

門性の高い教員の配置を望む意見をいただいております。 

中学校です。小学校と同様な結果が得られております。意見としまして

は、中学校では、ＩＣＴ環境の整備と利活用の推進や、学校司書や専門ス

タッフによるサポート体制の強化を求めるような意見をいただいておりま

す。 

最後の大項目、働きやすい環境づくりに関すること、小学校です。代替

職員の配置、時差出勤等の新たな働き方の導入を求めている結果となって

おります。その他の意見としましては、校務ＤＸ化専門のような専門職の

配置などの人員体制の強化や、メンタルヘルスに関するサポート体制の充

実を求めるような意見もいただいております。 

中学校です。結果につきましては、小学校と同様な結果になっておりま

す。意見としまして、養護教諭の複数体制などの人員体制の強化や、空調

設備やＰＣ設備などの施設の改善や備品の整備を求めるような意見をいた

だいております。 

取り組みの方向性について、本当に多数のご意見をいただいておりま

す。ここでは、詳細にご紹介するのは割愛させていただきますが、ここに
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ついても今後、分析調査をする必要があるかというふうに考えておりま

す。 

最後、まとめということですが、先ほどと同じように上にあるほど、選

択した先生方が多い項目となっております。ですので、人員体制業務、勤

務時間の適正化に関することを多く求めてきていると。働きやすい環境づ

くりというものが少し少なかったと。 

ただし、ここでは小項目として、「平日に年休を取得しやすいための代替

職員の配置」を選択する項目があったわけなのですが、ここについては、

他の大項目にある項目よりも非常に極めて高い数字を得られております。 

この結果等を踏まえまして、現段階の仮説ということになりますが、人

員不足が各項目の負担感に繋がっているだろう、必ずしも学校職員が担う

必要のない業務の量が多いだろう、教育課題等への関係機関との連携の必

要性が高まりつつあるだろう、というような仮説が立てられるのではない

か。と同時に、今後の国、県、それから社会情勢等を踏まえて、我々が今

作成中である教育ビジョン、働くプロジェクトにも反映されております

が、シャドーイング調査であったり、人材配置の制度設計というものを進

めて参りたいというふうに考えております。 

最後、総合的なまとめということになってくるわけですが、今回の結果

を踏まえて、先ほども紹介された部分もあるのですが、先生方の意見交換

会のときにやはり人員配置として、我々担当課がよりスクールサポートス

タッフというふうな職員を配置をしました。 

ただ、なかなかこの有効な活用がされてないという意見をいただいて、

ある意味少しショッキングだったと同時に少し反省をしなくてはいけない

なというふうに自分は思いました。 

やはり、人員配置を適切に行ったとしても、昨今の学校現場で求められ

ている、組織的な対応につなげていかなければ、やはりなかなか、学校現

場というものは、業務の効率化が図れないし、働きやすい、それから働き

がいのある職場環境というのは築けない。 

そして、こどもたちによりよい教育活動を行うことができない。いわゆ

るウェルビーイングが高まっていかないということが推測されます。 

ですので、今後、我々もどういうふうな視点でやっていかなくてはいけ

ないのか、単純に広い視点を持って、バランスよく両輪で進めていくよう

なことも必要でないかと。時と場合によっては、いわゆる両輪でではな

く、それが３つになることもあるかもしれません。やはり効率を高めてい

く、働き方改革を進めていくためには、そういう視点も必要ではないかと

いうふうに考えております。 

以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。ありがとうございました。 

内容について、これも教育長と私からそれぞれ補足をした上で、質問・

コメントを受けましょうか。 

教育長の方から、何かあれば。 
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渡邉教育長 まず、５００名を超える先生方が、大変忙しい中でこのアンケートにご

回答いただいたということ、本当にありがたいなと思っています。 

本当にお礼を言いたいです。ありがとうございます。 

この教育ビジョンを作るときに、これまでがそうではなかったと言って

いるわけではないのですけれども、いわゆる絵に描いた餅のようでは全く

意味がないだろうと。 

作って終わりではなくて、それを現場の先生方も常に見ていただいて、

今進捗はどうなっているのだろうかとか、そういった元になるものを作っ

ていかないと意味がないというふうに思い、特にワーキンググループの

方々が一生懸命やってくださっていますので。その意味でも、この先生方

の実際の声というのは、本当に大事にしたいし、できそうだなというふう

に思っています。 

本当にありがとうございました。 

 

藤代市長 

（議長） 

現場の先生方の声をしっかりと拾えるようなアンケートを事務局の方で

作っていただいたので、もともと私はこういう仕事をしていましたけれど

も、非常に良いアンケートだったのではないかなと思いますし、もう１段

踏み込んで、例えば、人が少ないというときにでは何が足りてないのかで

あるとか、業務が負担が重い場合に何が負担になっているのかというとこ

ろまで掘り下げて、アンケートをできたら、我々にとっても非常に貴重な

資料になるのではないかなと思います。 

やはり、まずは先生方の負担ですよね。先ほど申し上げた通り、本来や

らなくていいような業務というか、先生方以外でもできる仕事をいかに他

の方々にお願いできる体制を作っていくか。また、やっている仕事の中

で、これはさらに効率化できるだろうというものを効率化しやすいような

仕組みを我々として整えていくってことが大前提。 

その上でようやく、指導であるとか専門性等々を高めていくであると

か、こどもたちと向き合うという、本来的な学びの場を作る仕事により時

間が使えていくのだろうな、ということが今回のアンケートでもよくわか

りましたので、教育長のおっしゃる通りで、取って終わりではないので、

アンケートは。これを踏まえて来年、各取り組みを各ワーキンググループ

の方でしっかり進めていただけるような、基礎的な材料に生かしていただ

けるとよろしいのではないかなと感じております。 

委員の皆様からそれぞれコメント、質問等々あればお願いいたします。 

大体いつも豊田委員が口火を切っていただく形になってきましたけど、

最近。では、豊田委員の方から。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい。ありがとうございます。 

アンケートを拝見いたしまして、本当に先生方、大変ご苦労されている

ということがよく、また改めて理解ができたところでございます。 

そういった中で、先生方の働き方改革というような前提に立って、いろ
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いろ改善等を進められているとは思うのですが、働き方改革と言われなが

ら、先生方もそうですけども一般の行政職の方もそうだと思うのですが、

やることが年々増えているような気がします。 

ですから、そういったことを事細かに分析していただいて、この教育ビ

ジョンにつなげていただくことが一番よろしいのかと思います。 

また、この中に子育て世代の先生が休みを取れないというような大きな

問題があると思います。例えば先生方の年休の取得率だとかは私にはわか

りませんが、一般行政職と比べてどうなのかとか、その辺のこともよくわ

かりませんけれども、とにかくハードソフト両面でバックアップをしてい

ただければよろしいかと思います。 

以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

屋敷委員、大丈夫ですか。はい。同じ意見ということで。 

長尾委員の方から、はい。 

 

長尾委員 ありがとうございます。 

少子高齢化、少子化と言われてこどもの数はずっと減っている。けれど

も、人員不足がこの教育現場の中で問題になっている。それはいつからそ

ういうふうになったのだろうと思って、少し調べたら、２０００年以降か

ら何かそういうことが社会的に問題として取り上げられるようになったと

いうことを先ほど目の当たりにして。 

こどもの数が減っているのに人員が足りない、それはやはり学校でやる

ことが多様化して、そして、先生方がやらないといけないことが増えてい

るのに、それに対応する先生方の時間だったりとか、やることが多すぎ

て、そこに力を注げない、そういうことがすごく問題だなというように感

じました。 

やはり最近の教育は専門性が問われる環境にあると感じるので、先生方

以外に、もしかしたらこの専門性のある方に多く関わっていただけるよう

な体制を作っていくのも、１つの案なのかなと思いました。 

 

藤代市長 

（議長） 

最後の専門性とか、もし教育長の方から何か言えることがあれば。 

 

 

渡邉教育長 おっしゃる通りで、大事なことなのです。 

これは次の各論の素案のところで少し触れたいと思いますので、またお

願いします。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、ありがとうございます。 

では、増田委員。 

 

増田委員 必ずしも学校職員が担う必要のない業務の量が多い、というようなこと
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がありましたけれども、確かに学校職員が担う必要があるのか、担う必要

がないのかというところを分別するということについてはちょっと難し

い、単純に判断できるものではないなというところもあります。 

また、こどもに関することについては、なかなか他にお願いするとかと

いうことが、いろいろな意味で難しいというようなところがありますが、

確かにこれだけ学校の職員に負担がかかっているこの状況の中で、解決の

糸口をたどっていけば、やはりここのところの見直しというか、考え方に

ついては、皆で協議する必要があるなというふうに思います。 

また、人員不足とあるのですけれども、人の配置というのも、これはな

かなかやってくださる方、やれそうな方を見つけるというのが、非常に困

難な状況になっているというところもあって、学校現場にとっては本当に

やってくださる方を探すということにも、どれだけ労力と時間をかけてい

るかというところも今大きな負担になっているだろうというふうに思いま

す。 

資格があるとかないとかもあると思うのですけれども、この市の中で、

もしかすると、有能な方が発掘されずにいるというようなところもあるか

と思うので、こうした現状についてご理解いただきながら、学校教育をサ

ポートしてくださる、応援してくださる方を見つけていくということの方

法もあるのかなというふうに思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

これも後程、素案の中で少し触れる形ですか。 

 

 

渡邉教育長 はい。 

 

藤代市長 

（議長） 

では、２つ議題が終わりました。 

それでは３つ目、今日の一番大きなところになりますけれども、印西市

教育ビジョンの素案について。こちらは教育長の方から、ご説明をいただ

くことになりましたので、お願いします。 

 

渡邉教育長 それでは、私の方から印西市教育ビジョンの素案について説明をさせて

いただきます。 

まず、８月の第４回総合教育会議で総論の８項目についてはお話をさせ

ていただきました。本日はその中で、次に、各論の３項目について説明を

させていただきます。 

まず、今最初の１ページ目が映っていますけれども、「学びが変わる 未

来が動き出す」と、この印西の教育ビジョンのキャッチフレーズ、このよ

うな言葉にいたしました。 

これからご説明いたしますけれども、これまでやってきたことをすべて

否定するということではなく、これまでのことに加えて、さらに新しい視

点で我々これから取り組んでいくのだということになります。 

では各論について、初めにプロジェクトの１、教職員が今よりも軽やか
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に前向きに働けるようにするために、教職員の働くプロジェクトを進めま

す。 

まず、印西市における現状ですけれども、学校現場では様々な業務によ

って、やはりこども一人ひとりに向き合う時間が十分に確保できていない

という現状がございます。 

その中で、特に先ほどからも出ていますが、教職員の方々の長時間勤

務、そのものもそうなのですけれども、それだけではなく、それによって

精神的な負担もかなり大きくなっているということで、やはり課題として

は安心して働ける、そういった職場環境をつくるということが求められる

のかなというふうに思っています。 

次のページです。もう１つ、本市における現状というところで、少し数

字が小さくて見づらいとは思うのですが、１５ページになりますけれど

も、この左上の表は、教職員の時間外在校等の時間ですね、これは国がガ

イドラインで示していますけれども、ひと月４５時間を超えないというこ

とになっております。県の働き方推進プランでも同様の目標が掲げられて

います。 

では、本市の教員等はどうなのかというところで、まずは教員等を見ま

すと、年々減少傾向にはあります。時間外の勤務時間在校等の時間が減っ

てはきています。ですけれども、令和６年度に中学校で４５時間を超えた

教職員の割合が増加してしまいました。割合も５０％を超えているという

現状がございます。 

また、この表の一番右の欄については、４５時間を超えた先生方のう

ち、さらに８０時間を超えている人の数字です。８０時間といいますと、

これはいわゆる過労死ラインと言われている時間数になります。 

また、教頭先生のところを見ますと、ほぼ全員が４５時間を超えて働い

ていただいているという現状がございます。 

また、その表の左の下の方、小さな表がありますけれども、これは教員

の未配置の状況です。これはそこにあるように年々こちらも解消はされて

きています。ただし、年度途中で産休とか育休、こういったものを取得す

る先生方もおります。そうしますと、その代替の教員が入らないというこ

とで、こちらが非常に深刻な問題であるというふうに思っています。 

このようなところを踏まえまして、まずは教頭先生の業務改善、教頭先

生の支援が急務であろうと、また、未配置の解消ということは大きな課題

かなというふうにとらえています。 

次のページです。具体的に、この働くプロジェクトを展開していくわけ

ですが、こどもの笑顔が生まれる、教職員の働きがい日本一を目指しま

す。そのために、青いところ、①から③の施策とその下についています

が、実施の方向性を示しています。この後、主な取り組みについて話をし

ますが、特にその前にそこの右側にあります、ピックアップ事業、４点挙

げてあります。 

まず一番上、シャドーイング調査の実施。先ほど学務課長からの報告の

ところにもありましたけれども、これはやはり教頭先生の業務の改善が急
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務であるというところから、こちらも７月の第３回総合教育会議ですか、

妹尾先生の講演にも出てきたものです。教頭先生、朝の出勤から退勤まで

のすべての業務を分単位で記録をして、その働き方というのを可視化し

て、そこから課題を洗いながら出しながら、業務改善につなげるというも

のです。 

それから２つ目、先ほどご質問が出ましたけれど、専門チーム体制の構

築というところです。非常に様々な課題、対応しなければならないことを

学校では抱えている中で、やはり教員だけではとてもではないけれど手が

回らない。そのようなところで、専門家チームによる相談体制を構築す

る、さらに外部の相談窓口を設置するということで、学校の負担軽減を目

指して、専門の人材を配置するというものです。 

それから３つ目、ゼロトラストというところですけれども、これはトラ

ストがゼロ、つまり何も信用しないというところです。そういう考え方で

のセキュリティに関するものです。安全性をより強くするために、クラウ

ド化をして、そういった向上に努めて参るという方向性です。 

最後４つ目、エンゲージメント調査の実施というところですけれども、

これは職場ですとか、自分の仕事を業務に対してどれだけの愛着を持って

いるか、貢献意欲を持っているのか等を調査するものです。この結果をも

とに職場の環境づくり、よりよい環境づくりに生かして参りたいというふ

うに考えています。 

では、具体的に、まずそのプロジェクトの施策の１、教職員の負担を減

らすために人員体制の強化という点です。 

学校に多様な専門人材を配置しまして、学習支援、相談体制、校務の支

援を充実させていきます。具体的に幾つかそこにありますけれども、情報

教育化アドバイザーといったものを市の教育委員会の中に配置します。さ

らに学校には学年アシスタント、ということで市で会計年度職員さんを任

用して、アシストをしていただく。 

また、右側にあります、専門スタッフという言葉がありますけれども、

これは特にですね、学校の事務職員または養護教諭の補助をしていただく

方を何とか雇用していきたいというふうに思っております。 

さらに一番下のところですけれども、市教委の指導主事。実は現状で

は、指導主事が補助金の業務ですとか、予算決算の事務、また伝票処理な

どを実際仕事として行っていて、かなりその負担が大きくなっていて、本

来の学校を、教員を支援していくという仕事が非常に大変になっていると

いうところがありますので、教育委員会の中にそういった事務を進めてい

ただける職員を配置して、指導主事が本来の仕事、学びを支援する、そう

いった仕事に専念できるような体制を築いていきたいと考えております。 

施策の２です。 

こちらも負担を減らすために業務、勤務時間の適正化を図って参りま

す。教職員本来の役割、これを明確にいたしまして、地域や外部との役割

分担を進めるとともにデジタル技術を活用して、校務の効率化や教育の質

を高める仕組みを整えていきたいと思っております。 
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その中で、例えば勤務時間外の対応についてと、先ほども出ていました

電話対応等、非常に長くなる場合もございます。こちらについて市教委の

方で改めて方針を定めて、学校の負担を減らしていきます。 

また、現状、例えば校外学習ですとか、児童生徒を学校外に行事で引率

をする際に、教員同士が安全対策のために連絡を取り合います。その連絡

手段は、実は教職員の私物のスマートフォン等を使っているという現状が

あるのです。ですので、これもやはり学校用のモバイル端末というものを

こちらで購入して、貸し出すような形で、私物の利用というのは本来おか

しな話ですので、その辺を改善していきたいというふうに考えています。 

続きまして施策の３です。 

これは働きやすい環境整備、さらに専門性の向上というところですけれ

ども、そこに教職員の心身の健康に配慮した環境整備、さらに一人ひとり

が専門性を高めて成長し続けられるような、そんな支援をしていきたい。

特に専門性の向上については、下の方にありますが、教職員が他の自治体

等、先進的な取り組みをしている学校を視察あるいは体験をして、学びを

深めて、その身につけてきたもの、知見を、自分の学校や印西市の職員・

学校現場に還元していけるような、そのような制度を作っていきたいと考

えています。 

これは先ほど話題に出ました、文科省が示した働き方改革に関する関わ

る３分類というところで、必ずしも教員が担うべきではない業務等、この

今年の８月に改定されたものです。いくつか項目が増えています。参考と

して挙げておきます。 

次のページは実現に向けたロードマップです。 

来年度８年度から５年間で取り組むものを示したものです。後程、詳し

く見ていただければと思います。 

次にプロジェクト２、自分らしさを生かし、ともに創る学び、こども学

ぶプロジェクトについてご説明いたします。 

まず、本市の現状の中で、特にこれは本市に限ったことではありません

けれども、社会の変化に伴って教育には新たな役割が求められています。

印西では一部の学校で探求学習、先進的なデジタル教育が進められており

ますけれども、まだ他の学校には十分にその取り組みが広がっていない、

そんな現状がございます。ですので、これから、従来の画一的な授業を見

直して、学びの変革を推進する必要があります。すべてのこどもが自分ら

しく学びに参加できる拠点と支援体制を整備していきたいと思っていま

す。 

これも少し字が小さくて見づらいですけれども、全国学力学習状況調査

の中から、令和６年度と７年度を比較したものですけれども、調査対象の

児童生徒がもちろん違いますので数値が下がったから学校現場が十分な教

育をしてないと、そういうことではありません。ですけれども、印西市と

しての課題があると思われる項目を掲載してあります。このような状況を

踏まえましてこどもの学ぶプロジェクトを展開していきます。 

まず、未来を切り開く世界モデルの学びということで１から４の施策を
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示しておりますけれども、これも同じように右側にありますピックアップ

事業、こちらを少し触れておきたいと思います。 

まず１つ目、ロボット教材のロボッチャですが、これは先ほどから話題

に上がっています。これを全小中学校に導入して、ＳＴＥＡＭを総合的に

探求する学び、これを展開して参ります。 

２つ目、小中学校９年間を通じて英語学習を行って、実践的なコミュニ

ケーション能力の育成を図っていきます。 

３つ目にあるのは、仮称ですけれども街のステーションまきば、これを

設置すると。今、市教育支援センターは緑のまきばと森のステーションま

きば、この２ヶ所を設置しておりますけれども、それに加えて交通の便の

よい居場所に３つ目のまきばを設置して、さらに安心して学べる場を増や

していきたいというふうに思っています。 

そして４つ目に掲げていますが、これも仮称ですけれども東の原義務教

育学校、これを令和１１年４月に新設をしまして、９年間を見通した学び

を実現する。そのようなところでございます。 

次の施策の１というところですが、先進的なデジタル教育の推進という

ことです。 

デジタル技術を活用して、このＳＴＥＡＭを統合的に探求できる学びを

推進すると、先ほど申し上げた通りです。さらに各教科で情報活用能力を

高めるような支援体制を整えていきます。ロボッチャについては先ほど申

し上げました。加えて、各教科で取り組む情報活用の手引きですとか、実

践事例をまとめて、これをこどもたちや教職員が共有して活用できる、そ

んな仕組みを整えていく。そのことで、教職員の授業改善とか、こどもの

学びの質の向上に繋がると考えています。 

施策２、デジタル基盤を活用した質の高い探求的な学びの実現というこ

とで、こどもたちが自ら問いを立てて考え、協働して新たな価値を創造す

る、探求的な学びを日常化する。自立的で楽しく学び続けられるよう授業

改善を進めるということです。この自ら問いを立てるということが非常に

大事になります。先ほど行事の点でも、長尾委員からお話があったところ

ですが、人から与えられた課題に取り組むのではなく、自分で問いを立て

る、そして自分で決めて調べる、まとめる、時には友達や教師の力を借り

ながら、課題を解決したり、創造したりする。 

そんな、わくわくするような事業を目指していきたいと思っておりま

す。 

続いて施策の３、グローバル社会を見据えた学びの推進ということで、

多様な文化や価値観を理解して、国際的な視野を広げる学びを充実させる

とともに、世界と繋がる交流の場を整え、英語によるコミュニケーション

力向上の支援をして参ります。 

令和８年度からすべての小学校が教育課程特例校として、小学校１年生

から英語学習を行います。中学校では英会話アプリを導入したり、オンラ

インで国際交流事業を進め、英語のスキル向上、さらには異文化理解、こ

のようなものを進めていきたい、育んでいきたいというふうに思っており
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ます。 

続いて施策の４です。 

これは一人ひとりの状況やニーズに応じた多様な学びの場を広げるとと

もに、特別な支援を必要とするこどもへの支援をさらに充実させていきま

す。個々に応じた学びを支える拠点や制度の整備と、左側の欄ですけれど

も、先ほど言ったように３つ目の教育支援センターを設置します。 

さらに各小中学校に校内教育支援センターを設置していますけれども、

これも数を順次さらに拡大していく予定でございます。 

また、気軽に学び合い、交流ができる場。シーンとした中で自習をする

ということも大事な場であるし、さらにそうではなくて、少しお茶を飲み

ながら一緒に勉強する、そんな場所があったらいいのかなというところも

こどもたちの意見からも対話の中で出ておりました。また、ＳＴＥＡＭな

どの創造的な活動ができる場、このようなものを整備していけたらいいと

いうふうに思っております。 

さらに印西市の特徴であります、小規模校から大規模校が地域によって

いろいろな学校がございますけれども、その中で特に小規模校の特性を逆

に生かして、自然の中で、例えば異年齢の学年でともに学び合う、対話す

る、そのような授業、教育ができたらいいのかなと。 

こちらも８月の総合教育会議でご講演いただいた久保先生のイエナプラ

ンなどが参考になっていくのかなというふうに思っております。 

また、右側ですけれども、地域と連携した多様な学びの支援というとこ

ろで、右側のところで、市の教育センターを支援の拠点といたしまして、

学校、民間のフリースクールさんなどと連携をして、こどもや保護者を支

える体制を充実させていきたいと考えています。 

また、フリースクールの事業者さんや利用者への補助、こちらの方も考

えて進めております。 

さらに学校のプールの老朽化というのもあるのですけれども、民間プー

ルを活用した水泳授業を拡大して、教育の質、また安全性を高めていきた

いなというふうに考えております。 

また、インクルーシブ教育システムの充実というところで、これも今月

１８日でしたか、総合教育会議での野口先生のご講演をいただきましたけ

れども、その内容も参考にしながら、多様性に尊重する意識を育んで、す

べてのこどもが安心して自分らしく学びに参加できる、そのような学校づ

くりを進めて参りたいと思っております。 

学びを支える環境整備について、そこに４点、主な取り組みを挙げてあ

りますが、こどもたちからもまた教職員からも出てきました特別教室、体

育館の空調、こちらをできるだけ早いタイミングで、整備をしていきたい

なというふうに思っています。 

ロードマップを示しました。 

最後にプロジェクト３、みんなが繋がり、共に育む地域、共に育むプロ

ジェクトについてお話をさせていただきます。 

まず、本市の現状ですけれども、こどもたちが地域と繋がり、多様な学
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びや体験が十分に得られてないのかなと。そのようなところが整っていな

いのかなというところがございます。ですので、そういった多様な学びや

体験を十分に得られる環境を作っていく、これが課題かなというふうに思

います。 

また、コミュニティ・スクールについてですけれども、今年度から印西

中学校区で学校運営協議会を設置しました。今後順次導入しまして、令和

１０年度までには全校で導入する予定になっています。そのところで、課

題に４点ほどを示してありますけれども、こちらも９月の総合教育会議、

柏市の梅津先生にご講演いただきました、その内容についても大いにヒン

トになるのかなというふうに思っております。 

このこどもの学びを社会で育む“共育”、共に育む日本一を目指します

と、いうことで施策の①から③を掲げました。 

ピックアップ事業としてコミュニティ・スクール事業、そこについては

今話した通りで、地域と学校を連携してこどもたちの成長を支える体制を

作ります。 

また２つ目にあります、アフタースクールの導入ですけれども、小学生

の放課後の居場所として、学童クラブがございますけれども、こちらのア

フタースクールについては、保護者の就労状況に関係なく、安全安心な居

場所として、また多様な体験・活動ができる機会を提供する、そういった

ものにして参りたいと思っています。 

３つ目は、スポーツとか文化芸術活動、これを地域と連携して展開して

いく、そういう体制を整備していきたいと思っています。 

具体的に施策の１ということで、学校と地域が力を合わせて、地域全体

でこどもの学びや成長を支える仕組みを作っていくということで、そこの

下にありますが、地域学校協働活動推進員を配置しまして、学校運営協議

会と地域学校協働活動を一体的に推進していく、そういう体制を作って参

ります。 

施策の２です。 

放課後等の学びと育ちを支える体制の整備というところで、放課後の時

間、こどもたちが安心して過ごせる場を広げて、多様な学習や体験活動を

展開して、成長を支えて参ります。今述べましたように、学童クラブと併

せてアフタースクールを導入して参ります。 

施策の３です。 

これは中学校の部活動の地域展開ということで、学校の部活動を地域へ

と段階的に移行しまして、持続可能な運営体制を整えていきます。 

地域の力を活用させていただいて、生かして、健全で豊かな活動を展開

できる仕組みを築いて参ります。 

本年度９月から野球と女子バレーボールの休日のクラブ活動が始まりま

した。この後、生徒や保護者、指導者、教員等へのアンケートを実施しま

して、その結果を十分分析し、８年度の９月からはすべての休日の部活動

を廃止して、地域移行・展開していく予定になっております。 

こちらロードマップです。後程ご覧ください。 
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以上、印西市教育ビジョン素案の各論部分について、駆け足で説明をさ

せていただきましたが、最後に改めて、この教育ビジョン策定にあたって

の基本的な考え方、これを確認して終わりたいと思います。 

１つ目、地域にとって、こどもたちは宝であり、地域の未来そのもので

あるということ。 

２つ目、正解がないと言われる時代において、地域の未来であるこども

たちが幸せに生きる力を育むことこそが最優先事項である。 

３つ目、教育に関する課題がこれまで以上に多様化する中で、市長部局

と教育委員会が市の目指すべき教育を一緒に考え、一体となって推進して

いく。 

この３点を確認させていただいて、私からの説明を終わりにします。 

よろしくお願いします。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

ここに至るまで今年の６月ぐらいからでしたか、ワーキンググループ

は。 

正直な話をすると、結構、テーマとして重いので、１年各種計画を延長

した上で、１年半ぐらい時間をかけてもいいのではないかというようなこ

とも、最初私の方から提案をさせていただいていたのですけれども、やは

り教育委員会また企画政策課を含めて事務局の皆様としても、なるべく早

くしっかりと作った上で現場を変えていくということに移っていきたいと

いうことも言葉としていただきましたので、かなり職員の皆様には、本来

であれば、もっと時間をかけるべきことを相当程度、集中的に議論をいた

だいて今日に至っているということです。 

一般的にこういった行政の仕事をしている方であれば、この内容という

のは、かなり踏み込んでいろいろな具体的な施策を打ち出しているという

ことは感じていただけるのではないかなと思いますので、本当に様々な総

合教育会議の議論を踏まえながら、また現場の皆様の声を踏まえながら、

ここまで素案を作っていただいた教育長もそうですし、また教育委員会の

皆様また、企画政策課はじめ、市長部局の皆様にも感謝を申し上げたいな

と思っております。 

私からは特に内容についての補足はありませんので、これがちゃんと進

んでいけば、必ずや印西の教育は前に進んでいくのではないかなという確

信を持っているところであります。 

内容等々、質問やコメント、様々あるかと思いますので、委員の皆様の

方からお願いをいたします。 

はい、増田委員。 

 

増田委員 ご説明ありがとうございました。 

それでは、印西市の現状と課題について、１５ページの中で２つほどお

聞きしたいことがあります。 

１つ目ですけれども、教職員の出退勤時刻等が表で示されております。
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この表から伺える教頭・教員等の長時間労働の現状、在校時間が減ってき

ているという傾向にはあるということですけれども、４５時間を超えて勤

務されている先生方、教頭先生ほぼ全員、教員等５０％、この人数を、ど

う減らしていくか、どのくらいの見通しを持って減らしていく計画とお考

えなのか、お聞かせいただければと思います。 

同じページでもう１点です。 

新たな課題として、教職員の未配置の問題が挙げられております。 

先ほど私も触れさせていただきましたが、産休・育休それからその他の

事情で休暇を取る先生方の、人数も増えてきている中で、その代替教員が

配置されていないという状況は本当にきついことだと思います。 

産休等の代替教員を確保することの難しさは、印西市に限ったことでは

ないと思うのですけれども、本市として、未配置に対してどのような取り

組みを考えているのか、お聞かせいただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

藤代市長 

（議長） 

教育長からにしますか、それとも事務局からにしますか。 

それでは、事務局の方から。 

 

学務課長 ありがとうございます。 

最初の１点目のどのようにというところですが、今回こういうふうなア

ンケートをとって、先生方の要望等が明確になりつつ、明確になった部分

それぞれあるかというふうに思います。 

そういうところをまたこの事務局の方で精査して、どういうところを攻

めていけば効果的に出せるのかということを、今一度精査していきたいな

というふうに考えております。あとは、期間ということなのですが、教育

ビジョンの方にもロードマップが示されておりますので、やはり目標は必

要かなというふうには考えております。 

今、委員のご指摘にあった４５時間というところなのですが、実は今年

度の６月だったと思うのですけれども、先生方の給与に関する法律が一部

改正になったかなと。いわゆる休職調整額というところなのですが、それ

に基づいて、この特別部会がいろいろな提言をされております。 

例えば、１年間における１ヶ月のこの在校時間ですが、勤務外の在校時

間ですが、それを１年間の平均として３０時間程度にしていきたい、とい

うことが提言されたりとか、あとはこの働き方改革の中に、働きやすさ、

働きがいというふうなことも、指標として示していく必要があるのではな

いかと言うものが出されました。 

ですので、そういう国の動向もありますので、そういうことを踏まえ

て、そこのある程度の目標については示していきたいなというふうに考え

てはおります。 

それから２つ目についての、増田委員もよくご存じのところであったと

思うのですが、いわゆるこの未配置問題、特に頭を抱えているのは、年度

途中で先生方が産休・育休に入られたその代替がほとんど入らないという
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状況になっております。一時は、退職された先生方に声をかけるというこ

とが主流だったわけなのですが、もう限度に来ています。 

そこで、ある市の教育委員会さんのことを見習って、本市でも人材を確

保するために、独自の人材バンクを設立し、この９月から始めたところで

す。周知をかなり拡大して、人が集まるようなところに周知をしていっ

て、何とか学校現場で働いていただけませんかというふうなものを、いわ

ゆる広告を出したというような感じなのです。 

そうしたところ、幸先よく、こちらが予想もしないような免許をお持ち

の方が登録をしてくれたのです。ペーパーティーチャーであることは確か

なのですが、その登録者方にいろいろな支援をこちらはしていきますよと

いうことを言って、具体的に支援策を示したところ、本当に大変嬉しかっ

たのですが、令和８年の４月から、ある中学校に音楽の非常勤をやってい

ただけるということになりました。 

自分もこんなに効果が出てくるとは考えていなかったのですが、これか

らはもっと効果が出てくるようにこちらもさらに工夫をしていかなくては

いけないとは思っておるのですけども、そういう独自の取り組みを行っ

て、何とか、ご指摘をいただいた代替職員についても、確保していきたい

というふうに考えております。 

以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

よろしいですか。 

それでは他にいかがでしょうか。 

はい、どうぞ、豊田委員。 

 

豊田教育長職

務代理者 

ありがとうございます。 

それでは１６ページの働くプロジェクトの展開というページをご覧いた

だきたいと思います。その中で、緑色の部分ピックアップ事業でございま

すけれども、先ほど、教育長の方からゼロトラスト環境基盤整備という説

明がございましたけれども、少し具体的な説明をいただきたいということ

と、ロードマップにも記載されておりますが、スケジュールや内容につい

ても併せて教えていただければ幸いです。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは、そうですね、松本先生の方から、お願いします。 

 

 

教育ＤＸ専門

官 

お答えいたします。 

まず、ゼロトラスト環境整備というのは学校のネットワークに入った時

点で安全とみなすのをやめて、アクセスする度に安全性を確認する仕組み

でございます。 

パソコンやタブレットが正しく管理されているか、また操作しているの

が本人なのか、また危険なサイトや通信ではないかということを自動的に

確認して、情報漏えいであるとか、不正アクセスを未然に防ぐ、そういっ
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た環境をつくろうとしております。 

具体的なスケジュールなのですけれども、令和８年度にゼロトラスト環

境に向けた詳細な設計と準備を行って、令和９年度には統合型校務支援シ

ステムを併せて導入していきます。それと同時に、ネットワーク回線の増

強、そして校務用パソコンなどを整備していきます。それ以降、令和１０

年度以降には、新しい環境での運用をしつつ、各業務の最適化を行ってい

きたいなと思っています。 

以上でございます。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい。ご説明ありがとうございました。 

安心安全なクラウド化ということで、今後とも検討の方よろしくお願い

したいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

 他に、増田委員どうぞ。 

 

 

増田委員 ただいまと同じ、１６ページのところです。ピックアップ事業の中で、

専門チーム体制の構築ということで教育長の方から、弁護士や心理士を含

む専門チームによる相談体制を整えるとありましたが、これは他市で取り

入れられているような事例があれば教えていただきたいと思います。 

それとシャドーイング調査、エンゲージメント調査というものが挙げら

れていましたけれども、そうしたことが実施後に先生方の働き方改革にど

のように生かされていくものなのか教えていただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

では、これも加藤先生ですか。 

 

学務課長 まず１つ目の方なのですが、自分が知っている限り、かなり進んでいる

のは、奈良県にあります天理市がこのような形で制度化が進み、実際に実

施されております。ですので、私の方も、問い合わせをして、いろいろ参

考にしていきたいなというふうに考えております。 

ただし、最近も兵庫県の明石市さんがこの専門家の方を入れて、という

ことが記事になっておりました。ですので、これは全国的にこういうふう

なことが広がっていく可能性があるのではないかなというふうに考えてお

ります。 

それから２つ目の方なのですが、シャドーイング、エンゲージメント調

査をどう反映していくかですが、１つは、先ほどちょっと教育長からもあ

りましたが、特にこのシャドーイング調査については、いわゆる業務の見

える化及びその問題化をそれ浮き彫りにしていこうということです。です

ので、いろいろなことに自分は役立てることができるのではないかなとい

うふうに思っております。 
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例えば、この業務はやはり学校が単純にやる必要はない、でこの業務は

教頭がやるべきではなくて、この先生に任せればいいのではないかという

ふうな方向転換をしたり、いろいろなことが考えられるかなというふうに

思っております。 

シャドーイング調査についても、奈良県の生駒市というところがあるの

ですが、ここが先駆的にやっているところなのですが、自分もいろいろこ

こから情報は提供いただいております。ですので、先生方にいただいたア

ンケートをもとに、このシャドーイング調査をして、働き方改革に少しで

も反映できればな、というふうに思っております。 

エンゲージメントは、どちらかというと組織の問題化を可視化していく

というところなので、なかなかこの学校現場でこれがどれだけ応用できる

かというと、少し見えない部分もあるのですが、やはり組織でこれから対

応していかなくてはいけないわけですから、その組織について、「こういう

ふうな体制でやっていけばいいのではないか」、「いや、こっちはこういう

ふうな体制でやっていけばいいのではないか」、というふうなところに何と

かつなげていきたいなというふうには考えております。 

以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。では、豊田委員。 

 

 

豊田教育長職

務代理者 

ありがとうございます。 

そうしましたら、もう１点伺いたいのですが、１７ページをご覧いただ

きたいと思います。 

１の人員体制の強化ということで、先ほどの増田先生のお話とも重複す

るかと思うのですが、人材を計画的かつ柔軟に確保できる仕組みという文

言が書かれておりますが、先ほどご説明で人材バンクの利用というものが

ございましたが、これも同じようなことがいえるのでしょうか。 

具体的に、こういったものを利用していくということでよろしいのでし

ょうか、その確認です。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは、加藤先生ですか。 

 

 

学務課長 どうも、ありがとうございます。 

今、始めましたこの人材バンクもその１つだというふうに考えておりま

す。 

ただし、なかなかやはり人材バンクの方もどこかではやはり難しい状況

が来るかなというふうに思いますので、それを想定して、さらに人材確保

の仕組みは整えていかなければいけないというふうに考えております。 

以上でございます。 
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豊田教育長職

務代理者 

はい。ありがとうございます。 

議長続けてよろしいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

もちろんです。 

 

 

豊田教育長職

務代理者 

そうしましたら、１８ページをお願いしたいと思います。 

業務・勤務時間の適正化ということで、右側の方、四角の中ですが、ク

ラウド化し業務の効率化、教育の質の向上につなげます、というような説

明が書かれております。これは具体的にどういった業務から優先して進め

ていかれるのか、ということをお聞きしたいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは、松本先生、お願いします。 

 

 

教育ＤＸ専門

官 

お答えします。 

校務のクラウド化については、まず日々の事務負担が大きく、効果がす

ぐ出る領域から優先して取り組みたいと思っております。 

具体的には、こどもたちの出欠状況であるとか、保健、成績、あと保護

者様との連絡など、現在は学校ごとに作業が分散して、紙やパソコンでの

再入力が多い業務です。 

これらを共通のクラウド基盤に統合することで、教職員の入力作業を大

幅に減らし、その分を授業準備であるとか、児童生徒への支援に振り分け

られるように体制を整えて参ります。 

以上でございます。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい、ありがとうございました。 

続きましてもう１点、よろしいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

もちろん、どうぞ。 

 

 

豊田教育長職

務代理者 

まず、２０ページの教職員の働き方改革のためにというところでござい

ますけれども、学校以外が担うべき業務の中で、学校徴収金についてでご

ざいますけれども、この公会計化というのは具体的にどういった手法なの

でしょうか、教えていただきたいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは、どうしましょうか。 

加藤先生が大分頭抱えていますけれど、教育総務とかがいいのですか

ね。 

はい。では加藤先生お願いします。 
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学務課長 あくまでも、これは国が示したものですので、わからない部分もあるの

ですが、公会計化と聞くと多分、教育委員会がすべて担うような形を想定

しているのではないかなというふうに思います。今、各学校さんがやって

いるので、それを教育委員会が担うような形にしなさいということかなと

いうふうに思います。 

ただし、そこには業務委託的なところも入ってくるかなというふうには

思っておりますが。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい、ありがとうございます。 

できれば、この学校の徴収金については、いろいろな手法で徴収できる

ような形を今後検討していっていただければいいかと思います。 

例えば、コンビニで振り込めるとか引き落としができるとか、そういっ

たふうなことが行われると、その校務自体も軽減されるのではないかと思

うのですが、国がまだ具体的なことは示されてないということですけれど

も、そういったことも検討しながら、保護者と学校側もウィンウィンにな

るような、そういった制度というか、そういったものを作っていただけれ

ばと思います。 

ありがとうございました。 

 

藤代市長 

（議長） 

他にどうでしょう。 

はい、屋敷委員。どうぞお願いします。 

 

屋敷委員 はい。お願いします。 

２１ページの方をご覧ください。 

実現に向けたロードマップ、施策の３番ですか。 

働きやすい環境整備、専門性の向上。１つ目の心身の健康とウェルビー

イングの推進、特に先生方の環境を整えていただいたら、先生方の働き方

も、より一層よくなるのかなと感じます。 

また、教職員の専門性向上、研修サポートプログラム実施となっていま

すが、実施内容をお伺いできればと思います。 

また、研修会を夏休み等に今年、自分も参加させていただきましたが、

夏休みに多数の研修会があるようですが、先生方の休暇の取得とかに影響

がないような配慮をしていただけたら、ありがたいなと思います。 

よろしくお願いします。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、では岡田先生お願いします。 

 

 

指導課長 指導課の岡田です。こちらの研修サポートプログラムにつきましては、

教職員自身が専門性を向上させるための、主体的な研修スタイルというふ

うに私たちはイメージしております。 

現状、研修会に参加する場合には、必ずしも主体的とは限らないことも
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ございます。特に小学校では、「私は本当は社会科をもっと勉強したいのだ

けれども、学校で体育主任だから体育の研修会に参加しなきゃいけない」

とか、「なかなか社会科の研修には参加できないんだ」というような場合も

やはりあるのです。 

そうした事もありますし、参加したい研修会を、例えば自分で探して

「この研修行きたいな」というふうに思ったときにも、県の方から配当さ

れる旅費というものがございまして、もちろん限りがあるのです。 

ですので、「ちょっと旅費が足りなくてそこには行けないよ、行かせられ

ないよ」というようなことも実はあるのです。そうした現状が現場にある

というところを少しでも改善したいなということで、自分が行きたいなと

思った研修、専門性を向上させたいな、だからこの研修に行きたいという

ところを、自分で調査をして、計画をして、実行、報告というような、そ

ういった職員自らが自分の研修先を探し、実行できるような、そういった

ところの経済的な支援を行っていきたいということが、今申し上げた研修

サポートというところでございます。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

よろしいですか。はい。 

関連したところなので、まず、増田先生。 

 

増田委員 同じく２１ページの実現に向けたロードマップの中ですね、教育委員会

の学校支援体制強化についてお聞きしたいことがあります。 

１７ページでも示されていた指導主事が、専門的な助言や支援に専念で

きる体制を整えるということについて、現在も、教育委員会の指導主事さ

んたちは全力投球で今できる範囲で精一杯学校支援にあたってくださって

いると思います。それでも、学校現場の方からはもっと現場を見に来て欲

しいとか、もう少し寄り添って欲しいというような声も聞かれます。 

教育委員会の学校支援体制強化で今後取り組んでいく事業で示されてい

る体制の強化、それから指導主事業務適正化とは、どのような取り組みに

なるものなのか、その内容を教えていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

藤代市長 

（議長） 

これも、加藤先生ですか。 

 

 

学務課長 はい。 

ここの強化をするにあたって、まず指導主事の業務の適正化ということ

は、必要であろうと、ここをやらずしてこの支援の体制はできないだろう

というふうに考えております。 

先ほど教育長が説明した中にもあったかというふうに思うのですが、や

はりその本来指導主事が担う必要がない業務を今やっている事実、実情が

あります。いわゆる契約事務、バスだったりとかそういう契約業務であっ
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たりとか、そういうものがあります。そういうものではなく、やはり本来

指導主事であれば、指導課であれば学びの変革に対して、学校を支援して

いかなくてはいけないだろうと。 

あとは、いわゆる特別支援教育についても、もっと支援していく体制を

作っていく。それから、生徒指導上の問題についても、もっと支援してい

くというふうな、必要があるだろうというわけです。 

そういうものも現状とこれから、どうしていくかというものを見える化

を図っていって、業務の明確化ということなのかもしれませんが、そうい

うことを明確にしていって、この体制の強化を図っていきたいというふう

に考えております。 

まだ本格的にこの辺りについては、少し協議がなされていない部分があ

るので、今後、十分協議をしていきたいというふうに考えております。 

 

藤代市長 

（議長） 

では長尾委員、どうぞお願いします。 

 

 

長尾委員 ありがとうございます。 

今後、印西市では未来を切り開く世界モデルの学びを目指すために、９

年間を通じて一貫した英語学習を、全小学校で実施するというふうに記載

されていますが、その中でオンライン交流というものがあるのですが、こ

れは具体的にどのような内容で、どのような頻度でされていくご予定があ

るのかお伺いしたいです。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、岡田先生。 

 

 

指導課長 指導課の岡田です。 

 オンライン国際交流事業の取り組みについてご説明をします。 

まず令和７年度、今年度ですが、すべての中学校で、ワールドクラスル

ームという、英会話アプリを無償トライアル導入させていただいていま

す。 

その英会話アプリにはオンラインによる国際交流の機会というものがセ

ットになっている、パッケージとしてセットになっているのです。 

今年度は中学３年生が年１回の交流を行っています。私が見学に行った

ときには、インドネシアの中学生の子たちと交流をしていました。また、

別の学校では、マレーシアの学校の同年代の子たちと交流していました。 

こちら、今先ほど冒頭に申し上げましたが、今年度については無償トラ

イアル導入ということで、今後、本格導入を実現していきたいと考えてい

ますが、交流の回数については、年１回を想定しております。 

以上です。 

 

長尾委員 はい。ありがとうございます。 
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１つの案としてなのですが、もしできれば、このオンライン交流が年１

回ということであれば、やはり目的が国際理解ということで、必ずしもこ

れはオンラインだけでなくてもいいのかなと。 

というのは、今はＹｏｕＴｕｂｅであったり、自分でそういう機会を作

ったり、あとはこの事業だったりとかで、英語だったりを学ぶ機会はある

わけで、もしできればその地域に住んでいる、外国籍のある方を学校に講

師としてお呼びして、その方が学校に来て、「私の国の学校はこうなんだ

よ」とか、「私の国は日本でやってるこの行事はこういうふうにするんだ

よ」とか、「こういうものを食べてる」とか、「日本に来てこういう違いが

ある」とか、「日本でこういうことに困ってる」とかそういうリアルな話を

聞かせていただいて、そういうことによって、こどもたちはリアルなこの

コミュニケーションをとる機会ができるのと、あとは先ほど教育長がおっ

しゃっていた、生徒たちが自分で問いを立てる、そういうことにも繋がる

のではないかなと。 

この地域に住む外国籍の方と関わりを持つ機会ができれば、今後、どん

どん印西市もグローバル化していくので、一緒にこの町をつくっていく、

仲間として繋がり合ったり、そういうことにも繋がっていくのではないか

なというふうに思います。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。 

岡田先生どうぞ。 

 

指導課長 ご意見ありがとうございます。 

実はそうした学習も行っておりまして、そのオンライン交流とは別に、

実際に地域の方に学校に来ていただいて、その国の文化や習慣、食べ物等

を特に国際交流協会の方々がいろいろマネジメントしてくださるのですけ

れど、すべての学校でやっているかっていうと、そうとは限りませんが、

実際そうした国際交流協会の方に依頼をして、そういった事業も行われて

います。今度、来月本埜小学校でも行います。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、では教育長からも。 

 

 

渡邉教育長 付け足しで、今本当に長尾委員おっしゃられたことは、プロジェクト３

の、地域とともに育むというところにも繋がってくると思いますし、今、

岡田課長からあったように実際にいくつかの例を積み上げてきていますの

で、やはり、それを拡大していくということをいろいろな学校でやってい

くということはとても大事だと思います。 

また、県が主体でやってくれているのですけれども、外国からの修学旅

行で訪れている中学生・高校生の子たちを受け入れるというような授業が
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あるのですけれど、１日なのですけれども。そういった機会も手挙げ制な

のですけれども、積極的に手を挙げて、今年度は３校でしたか、受け入れ

て交流を進めています。 

そんな機会もさらに大事にしていきたいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

ありがとうございます。他はよろしいですか。 

豊田委員どうぞ。 

 

豊田教育長職

務代理者 

前後してしまいますけれども、２６ページのＳＴＥＡＭ教育について教

えていただきたいのですが、ＳＴＥＡＭ教育を進める際に職員の方が新た

な専門的スキルが求められてくると思うのですが、そういった教員の指導

力の格差の問題をどのように解決していかれるのかということを教えてい

ただきたいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

岡田先生、お願いします。 

 

 

指導課長 はい。ありがとうございます。 

ＳＴＥＡＭ教育につきましては、学校の中、あるいは学校の外を問わ

ず、そういった研修の機会を確保すること、あるいは市としても、そうい

った機会を提供することが大切になってくると思います。そういった機会

に専門的な知識とか、あるいは指導方法を高めることが必要だと考えま

す。 

また、学校の中では、教員の間で協力を促進して、いろいろな知識であ

ったり経験であったり、あるいは実践力をみんなで共有していく、そうい

った取り組みが大事になってくるかと思います。 

その他に市教委の支援としましては、ＩＣＴ支援員、各学校に配置して

います。支援員の方の事業支援、あるいは、何か現場から問い合わせ等が

あった場合には、指導主事を派遣して、その問題を一緒に考える、という

ことをやっていきたいなというふうに考えております。 

以上です。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい。どうもありがとうございました。 

バックアップの方よろしくお願いしたいと思います。 

もう１点なのですけれども、２５ページに戻りまして、この各論でちょ

っと伺うことではないと思うのですが、ピックアップ事業の中で、（仮称）

東の原義務教育学校の整備がうたわれておりますけれども、今後、他にも

この義務教育学校や小中一貫校というものは積極的に進められていくもの

なのかどうかということを参考までに教えていただければと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

これは、教育長からですか。 
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渡邉教育長 はい。ありがとうございます。 

今のところ、市のこれからのことというのは、この義務教育学校を進め

ていくかどうかという議論はまだ本格的には始まっておりません。 

ですけども、１つの選択肢としてはありますので、これからその点も踏

まえて印西市の小中学校のあり方については検討をして、議論していきた

いと思っております。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

長尾委員。 

 

長尾委員 ありがとうございます。 

３０ページにインクルーシブ教育システムの充実について記載があるの

ですが、市としてはインクルーシブ教育、今後はどのような形で、具体的

にどのようなことをしていくのか、何か決まっていることなどありました

ら教えていただきたいです。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。岡田先生お願いします。 

 

 

指導課長 はい。ありがとうございます。指導課岡田です。 

このインクルーシブ教育システムにつきましては、やはり専門的な知識

あるいは感覚に合わせて実践力というのを育成する必要があると思いま

す。 

先ほどのＳＴＥＡＭ教育とも研修といった部分では同じようなお答えに

なってしまうのですが、市が主催しております研修会等でこのインクルー

シブについて、インクルーシブ教育の理念でしたり、あるいは日頃の教科

指導、生徒指導、学級経営などで、このインクルーシブの考え方というこ

とがどのように生かせるのかという実践的な研修も必要かなと思っており

ます。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。ありがとうございます。 

他にいかがでしょうか。 

はい。屋敷委員、お願いします。 

 

屋敷委員 よろしくお願いします。 

プロジェクト０３に入ります。 

３３ページなのですが、課題の中で、学校と地域が連携してこどもたち

を育む取り組みをさらに進める必要性があるとなっていますが、学校運営

協議会、地域の意見、これをこのことに対してどのように反映させていく
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のか、お伺いしたいと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、では中嶋課長の方から。 

 

 

生涯学習課長 生涯学習課、中嶋です。よろしくお願いします。 

今年度設置しました、印西中学校区を例に申し上げますと、協議会の方

針としまして、地域の方々と連携しながら、学校運営に関する協議・熟議

を行い、こどもたちが学びやすく、先生方が教育に専念しやすい環境づく

りを進めることとしております。また、協議事項の１つとしまして、学校

運営、またそのために必要な支援について、熟議を重ねているところでご

ざいます。また、その結果、学校と地域がそれぞれ意見を出し合いまし

て、教育のビジョンや方向性の共有が図られ、こどもたちの学びや育ちを

ともに支える協働の土台が形成されているものと考えております。 

協議会で出ております、具体的な支援としましては、登下校時の安全確

保や見守り活動、学校環境の整備、読み聞かせ、学校行事への地域の参加

などでございまして、地域からこれらの協力を得ることで地域とともにあ

る学校づくりを進めていくことができるものと考えております。 

以上でございます。 

 

屋敷委員 はい。ありがとうございます。 

これから先、また学校運営協議会を数多くの学校で展開されていくと思

いますが、地域の方から多くの意見をいただいて、それは学校がより良く

なるように進めていっていただけたらいいと思います。 

ありがとうございます。 

続けてよろしいですか。 

 

藤代市長 

（議長） 

 はい、もちろんです。 

 

 

屋敷委員 ３５ページになります。 

アフタースクールについてなのですが、今後アフタースクールの導入を

進められていくと挙げられていますが、アフタースクールというものはど

のような内容のものか、説明をいただければと思います。 

また、近くの自治体、また先進自治体の取り組み事例があるようでした

らご紹介いただければと思います。 

 

藤代市長 

（議長） 

生涯学習課長の方からお願いします。 

 

 

生涯学習課長 アフタースクールにつきましては、小学校の放課後の時間に、学校内に

おきまして、保護者の就労状況等にかかわらず、希望する児童に安全安心
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な居場所と多様な体験活動の機会を提供することで、こどもの居場所を確

保するとともに、学びや体験等の機会格差をなくすことを目的として、実

施に向け準備を進めている事業でございます。 

なお、運営に当たりましては、学童クラブ及び放課後こども教室と連携

して実施することを想定しております。 

具体的な内容でございますけれども、事前登録制とする予定ですが、希

望する児童に対しまして、下校時から午後５時までの間、こどもの居場所

を提供するとともに、各種体験等ができる場を設けるものでございます。 

また、この時間帯につきましては、学童の登録者も参加可能とする方針

でございます。 

また、週に１回程度、体験プログラムを用意しまして、様々な体験がで

きる機会を設けていく予定でございまして、学童クラブや放課後こども教

室とも連携を図り、そのノウハウ等を活用していけたらと考えておりま

す。 

また、これとは別に、継続プログラムといたしまして、学習やスポーツ

等の習い事に相当するメニューも需要に応じて設定していきたいと考えて

おります。これによりまして通塾にかかる保護者の送迎の負担軽減の一助

にも繋がると考えているところでございます。 

アフタースクールの終了時間は、基本的には１人帰りができる時間まで

としまして、通常は午後５時、冬場は４時半までとする予定でございま

す。アフタースクール終了後につきましては、学童クラブ登録者につきま

しては学童クラブにおきまして、保護者の迎えがあるまでお預かりする形

となります。 

令和８年度に滝野小と牧の原小におきまして先行導入を予定しておりま

して、順次拡大して参りたいと考えております。 

あと他市での取り組み状況でございますけれども、県内で申し上げます

と、千葉市が令和２年度から実施しておりまして、また柏市では令和８年

度から実施する予定と伺っております。 

以上でございます。 

 

藤代市長 

（議長） 

よろしいですか。 

他にもしあれば。 

 

屋敷委員 ３８ページの方をご覧ください。 

部活動についてです。 

今、地域移行が始まりまして、順次地域移行を進めていかれるようです

が、先生方のかかわり合いというのはどのようになっていくのか教えてく

ださい。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい、それでは岡田先生お願いします。 
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指導課長 指導課の岡田です。 

現在行っています部活動の地域移行は、休日を対象としたものになって

います。従って平日の部活動につきましては、これまで同様、学校教職員

が指導に当たっています。 

さらには、現在軟式野球が３クラブ、女子バレーボールクラブが６クラ

ブ、計９クラブ、先行実施して、９月から３ヶ月経っておりますが、その

９クラブの指導者、全部で２０名いるうちの９名につきましては、学校の

教職員で兼職兼業届そういった申請を市の方に出して、指導に当たってい

るというのが現状です。 

以上でございます。 

 

屋敷委員 はい。ありがとうございます。 

最終的には、実際クラブ化していくとなると今度、例えば活動費であ

り、保険代とかそういうことも考えて、月謝のような形が発生してくると

思うのですけれど、できればスポーツを取り組む生徒さんたちが積極的に

やっていただきたいために、なるべく印西市なり教育委員会なりで、お金

に対して補助とかしてあげていただければ、どんどん積極的にクラブ化も

進んでいくのかなと考えます。 

ぜひ、よろしくお願いします。 

 

藤代市長 

（議長） 

 よろしいですか。 

 では、岡田先生。 

 

指導課長 はい。指導課の岡田です。 

現在、先行実施しています、軟式野球クラブ、女子バレーボールクラブ

については、年会費や月会費などは、徴取はしておりません。 

来年度すべてのクラブが加わって、本格実施を迎える際には、年会費、

月会費等については、家庭の方で負担していただくことは想定しておりま

す。 

また、その負担について、市の方での補助等についても、ご家庭の負担

を減らせるような工夫が何かできないか、他の自治体等がどんな取り組み

をしているのかということも、調査研究しているところです。 

以上です。 

 

藤代市長 

（議長） 

はい。ありがとうございます。 

他によろしいですか。 

豊田委員、どうぞ。 

 

豊田教育長職

務代理者 

それでは、最後に市長にお願いなのですが、この教育ビジョンを実現す

るには、市の財政負担ですとか、人員的な負担がかなり大きいのではない

かと思います。 

もちろん予算措置等が必要になりますので、議会の皆様のご理解等もも
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ちろん必要なところでございますけれども、このビジョンを実現させるに

あたって、組織としてのバックアップ体制ですとか、そういうものは、今

まで以上のものと考えてよろしいでしょうか。 

それをお願いですけれども、よろしくお願いいたします。 

 

藤代市長 

（議長） 

そうですね、予算のところは、最後いろいろと調整する中で、お金をつ

けるかつけないかという話なので、比較的やろうと思ったらやれるのだと

思うのです。 

むしろ、考えなければいけないのは、この政策をしっかりと具体化して

いって進めていって、さらに言うと進めた上での課題をさらに踏まえて、

対応・改善していくという、このサイクルをうまく回せるような体制をど

う作るかというところがすごく大事だと思っています。 

これは市長部局もそうですけれども、教育委員会にしても、今回、正直

な話を言うと担当課長レベル以上の皆様が相当程度この議論を主導いただ

いたのです。 

なぜかというと、その担当の職員の皆様は、指導主事の先生方も含めて

ですけれど、皆様忙しいので、こういった新しいことを取り組むための時

間が取れないということが現実的にあったわけです。 

さらに言うと、では実際、こういった政策を作ったときに、誰がその全

体の進行管理をしていくのかとかということも、なかなか体制として整っ

てないというところは、これは別にいい悪いではなくて、今までというの

はあくまでも既存の体制の中で、今のことを日々しっかりと進めていく、

改善をしていくというところが主の組織だったので、そういった新しいこ

とをやっていくためのプロジェクトマネジメントができる体制という意味

では、さらに１歩２歩体制を強化していく必要があるというのは、この１

年間非常に感じたところです。 

今年度については、一旦ワーキンググループという形で、実は相当程

度、野﨑副市長の方に入っていただいて、野﨑副市長にＰＭＯと言い方を

しますけれども、プロジェクトマネジメントオフィスですね、事務局のリ

ーダーのような形で全体の議論を取りまとめていただいたというのがあり

ました。 

それから来年度以降はやはり教育委員会の中で、それができるような体

制にしていくということが大事だと思っていますので、そういう中で少し

組織を教育委員会の中で改変をされるということを伺っていますので、そ

れに合わせて、少し外部人材の方というのですか、プロジェクトをしっか

りと回していけるような、さっきシャドーイングの話もありましたけれど

も、現場に伴走もできるような、そうした人材の採用であるとか、また市

役所の中でもそういったことが得意な人間、さらに教育に思いを持ってい

る人間もいますので、そういった人間を新しく配置をさせていただくであ

るとか、そういったことをする中でなるべく、今の体制の中でしっかりと

本件を進めていけるように、先生方、本当に真面目な方が多いので、やは

り、やってくださるのですけれど、これが続くというのはあまり健全では
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ないと私も思いますので、そこはしっかりと人員の配置も含めて、我々と

してできることは進めていきたいと思っているところであります。 

 

豊田教育長職

務代理者 

はい。どうもありがとうございました。 

 

 

藤代市長 

（議長） 

他によろしいですか。 

最後に私と教育長とそれぞれ一言ずつ少しお話しさせていただいて、会

議を閉じたいと思います。 

この後のプロセスとしては教育ビジョンについては、パブコメですか、

パブリックコメントに付させていただいて、市民の皆様に広く意見をちょ

うだいするということになっていこうかと思います。 

それを踏まえてしっかりとより良いものにしていくということが１つ。 

また、今はこういった、今日お見せしたようなフォーマットになってい

ますけれども、これももう少し見やすいようなビジュアルのものに変えら

れないかということで今、お願いをしているところであります。 

また、場合によっては、市民の皆様がより手に取りやすいような、ビジ

ョンで字が多くて少し長めのものというよりは、その概要版なのか何なの

か、市民の皆様にもぱっと見てご理解いただけるような、そうしたもの

も、このビジョンの中で作っていきたいということも思っております。 

あくまでも計画は計画であって、実際にこれを実行に移して現実を変え

ていかない限りにおいては、やはり教育の現場は良くなっていかないわけ

です。 

でも常々、今年の初めのころに、加藤先生という方がいらっしゃるので

すけれども、その方にも言われたのが、絵に描いた餅みたいな計画を作っ

てしまうと、現場はやれないので、意味のないものは作らないでくれとい

うことも言われたわけです。 

これは結構やはり大事なことで、計画って、多分計画ではなくて、しっ

かりと目的があって、現場を変えるためにあるものなので、ここからが本

番だと思いますので、我々もしっかりとこれを進めていけるような体制づ

くりを市長部局としても全力で教育委員会の皆様をサポートしていきたい

と思っていますし、また私としては、できれば来年度に入ってから、各学

校を回らせていただいて、校長先生・教頭先生もなのですけれども、教育

長と一緒に、現場の先生方といろいろとお話をしたいなと思っています。 

やはり最終的には、教頭先生・校長先生そして現場の先生方が前向きに

この計画のもとでやっていこう、ビジョンのもとでやっていこうという思

いを共有していただけない限りにおいては、なかなかこれを実現するのは

難しいのかなと思いますので、そこは今回アンケートと一部の先生方との

対話というところが主でしたけれども、来年度はそのようなこともやって

いこうかなと思っています。 

ただ３月末は一番先生方が忙しいのですよね。そんなことも加藤先生か

ら教わりましたので、３月末は避けて、年度が明けたところで、順次そん
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なこともしていけるといいのかな、ということを思っているところです。 

いずれにしても本当に今回、多くの方のご協力のもとでここまでたどり

着けたことについては、本当に私としてもありがたいと思いますし、ハン

ズオンとハンズオフという言葉があるのです。オンとオフという、手をし

っかりと入れていく、離すという、これはマネジメントの用語なのですけ

れども、やはり最初はある程度私が方向性を示したりとか、論点を示した

りとか、進め方を言うほうがいいのではないかということをお願いするよ

うな場合というのが、やはり新しいものを進めるときというのは多いわけ

です。当然ながら今までと違うことをやるわけなので、市長が何を考えて

いるのかという話になるわけですけれども。 

この教育ビジョンについては、あるタイミングから私の手を離れていっ

て職員の皆様が、教育委員会の皆様が主体的にどんどんどんどんと考えて

行かれていったフェーズにある瞬間からこうなっていったということが、

非常に私としては感慨深いものがありますし、今日も横でやはり教育長の

言葉を聞いていて、非常に実は今回、担当課長が説明するかという案もあ

ったのですけれど。やはり最後は教育長だろうということで、教育長にお

願いをしたという背景はあったのですが、やはり教育長の言葉は何か刺さ

りますよね。心に刺さるものがあって、非常にこれからこの印西市の教育

というものが、しっかりと前に進んでいくのだろうなということを感じな

がらこの場所で、教育長のお話を伺っていたというところです。 

ですので、引き続き教育委員の皆様も、いろいろと当初聞いていた話と

違うじゃないかというような、こんなに忙しいとは思わなかったと委員の

方に言われましたけれども。そのようなところは本当に申し訳ないなと思

っているのですが、なるべく教育委員の皆様の働き方改革も意識をしなが

ら、引き続き皆様としっかり議論をしながら、市の教育を前に進めていき

たいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

少し長くなりましたけれども、私からは以上になりますので、最後に今

日の会の締めの言葉を教育長の方から。 

 

渡邉教育長 もう何か市長が締めていただいたような、話しづらいですけれども。 

とにかく、今このビジョンが本当にできつつあります。 

先ほど申し上げましたように作って終わりではなくて、やはりこのビジ

ョンに基づいて実際に、学校と我々とで手を取り合って、また市長部局の

お力も借りながら、印西のこどもたちのために、よりよい学びを作ってい

く。学校が楽しいよと、授業が楽しい。そういうふうにこどもたちが思っ

てもらえるようにしていく。そのことが、保護者の方々の安心にも繋がる

でしょうし、やはりそういった学校を作っていきたい。 

さらに、こんなことをやっているのか、と地域の方々にお示しすること

で、何か手伝うことはあるかなと、そんなお力もお借りできるような、そ

のような良い相乗効果といいますか、そのような体制がつくれたらいいな

と思っています。これを見た、他市で働いている教員の方々が印西の学校

で働きたいな、そんなふうに思っていただけたら、また大変嬉しいなと思
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っています。 

ぜひ、５年間、１年１年、１つ１つじっくり取り組んでいきたいなと想

いを新たにしたところです。 

本日はありがとうございました。 

 

藤代市長 

（議長） 

はいそれでは、以上で議題３、こちらも終了とさせていただきますの

で、進行を事務局の方にお返しをしたいと思います。 

 

企画政策課長 

（進行） 

ありがとうございました。 

なお本日の会議に関するアンケートにご協力をお願いいたします。 

ＹｏｕＴｕｂｅ配信をご覧の皆様は、概要欄にリンクがございますの

で、そちらからご回答ください。よろしくお願いいたします。 

それでは以上をもちまして、令和７年度第９回印西市総合教育会議を閉

会いたします。 

長時間にわたりお疲れ様でした。 

 

 

 (午後４時２５分) 

 

印西市総合教育会議設置要綱第８条の規定により、上記会議録は、事実と相違ないことを

ここに承認する。 

 

令和８年１月２０日  印西市教育委員会委員  豊田 光弘         


